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ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
皇
帝
権
の
表
象

岩　

谷　

秋　

美

は
じ
め
に

　

皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス

芸
術
の
保
護
者
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
文
化
的

基
盤
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
晩
年
に
は
数
多
く
の
版
画
を
う
み
だ

し
、
版
画
の
発
展
史
に
重
要
な
功
績
を
残
し
た
。
そ
う
し
た
一
連
の
作
品

の
中
で
も
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
際
立
つ
の
は
、《
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
一
世
の
凱
旋
行
進
》（
以
下
で
は
《
凱
旋
行
進
》
と
略
記
。
図
版
１
、
２
、

６
、
７
、
11
、
13
）
で
あ
ろ
う
。
本
作
は
、
一
五
一
六
年
か
ら
一
五
一
八

年
に
か
け
て
、
ハ
ン
ス
・
ブ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
（
父
）
を
筆
頭
と
す
る
ド
イ

ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
代
表
的
な
画
家
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も

の
で
、
グ
リ
フ
ォ
ン
に
乗
っ
た
人
物
の
高
ら
か
な
先
ぶ
れ
に
始
ま
り
、
華

や
か
な
宮
廷
音
楽
隊
や
、
威
厳
に
満
ち
た
兵
士
た
ち
、
空
想
的
な
車
な
ど
、

多
彩
な
要
素
が
描
か
れ
た
全
百
三
十
七
点
の
木
版
画
か
ら
構
成
さ
れ
、
総

長
五
十
四
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
い
う
大
作
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
《
凱
旋
行
進
》
は
、
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
古
代
の
ロ
ー
マ
皇

帝
が
行
っ
た
凱
旋
行
進
を
手
本
と
仰
ぎ
、
皇
帝
の
権
威
や
栄
光
を
表
わ
し

た
作
品
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
尋
常
な
ら
ざ
る
ス
ケ
ー
ル
の
行
列
は
、

全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
披
露
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、

い
か
な
る
形
で
受
容
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
の
問
い

に
対
し
て
、
し
か
し
な
が
ら
先
行
研
究
は
、
明
確
な
回
答
を
示
し
て
い
な

い
。
先
行
研
究
は
概
し
て
、
構
成
要
素
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
に
注
力
す
る
傾

向
に
あ
り
、
一
方
で
行
列
図
と
し
て
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど

言
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
1
。
結
論
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
こ

の
行
列
の
全
体
像
、
あ
る
い
は
、
こ
の
行
列
の
展
開
方
法
は
、
鑑
賞
方
法

に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
本
作
の
受
容
方
法
は
、
鑑
賞
者
に
委

	
木
版
画《
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
凱
旋
行
進
》の
機
能
と
受
容
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ね
ら
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
以
下
で
は
、《
凱
旋
行
進
》
と
い
う
、

皇
帝
の
栄
光
を
象
徴
す
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
、
行
列

の
構
成
要
素
と
、
そ
の
組
み
立
て
方
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
て
ゆ
き
た

い
。

一
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
版
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
は
、
一
四
五
九
年
、
ウ
ィ
ー
ン
の
南
お
よ

そ
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
宮
廷
都
市
ヴ
ィ
ー
ナ
ー･

ノ
イ
シ

ュ
タ
ッ
ト
に
誕
生
し
た
。
一
四
七
七
年
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
公
国
の
後
継
者
で
あ
る
マ
リ
ー
・
ド
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
結
婚
し
、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
を
獲
得
す
る
が
、
こ
れ
は
、
経
済
の
上
で
も
文
化
の
上
で

も
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
発
展
の
基
盤
と
な
る
意
義
深
い
で
き
こ
と
で
あ

っ
た
。
特
筆
す
べ
き
結
婚
政
策
は
こ
れ
に
限
ら
な
い
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

は
一
四
九
六
年
か
ら
一
四
九
七
年
に
か
け
て
、
子
供
を
ふ
た
り
と
も
ス
ペ

イ
ン
王
家
と
結
婚
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
ス
ペ
イ
ン
を
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
へ

と
組
み
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
あ
わ
せ
て
一
五
一
五
年
、
ふ
た
り
の
孫

を
ヤ
ギ
エ
ロ
家
と
婚
約
さ
せ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ィ
ー
ン
の
二
重

結
婚
」
に
よ
っ
て
、
目
論
み
ど
お
り
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
な
ら
び
に
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
入
手
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
結
婚
政
策
で
功
を
成
す
一
方

で
、
し
か
し
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
生
涯
は
、
配
下
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国

や
、
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
抗

争
の
連
続
で
も
あ
っ
た
。
力
を
つ
け
始
め
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
を
疎
ん
だ

の
は
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
教
皇
と
て
例
外
で
は
な
い
。
長
年
に
わ
た
り
周
辺

諸
国
と
対
立
し
続
け
た
結
果
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
、
一
四
八
六
年
に
は

ド
イ
ツ
王
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
ロ
ー
マ
で
正
式
に
戴
冠
す
る
こ
と
は

叶
わ
ず
、
お
よ
そ
二
十
年
後
の
一
五
〇
八
年
、
ト
リ
エ
ン
ト
で
皇
帝
「
宣

言
」
す
る
と
い
う
異
例
の
手
段
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国

皇
帝
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
に
よ
る
一
連
の
版
画
制
作
は
、
こ
う
し
た
諸
々

の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
ト
リ
エ
ン
ト
で
皇
帝
宣
言
し
た
一
五
〇
八
年
頃
か

ら
、
没
す
る
一
五
一
九
年
一
月
ま
で
の
、
お
よ
そ
十
年
間
に
集
中
し
て
い

る
。
皇
帝
着
任
と
い
う
長
年
の
夢
を
よ
う
や
く
実
現
さ
せ
た
マ
ク
シ
ミ
リ

ア
ン
が
、
自
身
の
生
涯
を
版
画
に
刻
む
こ
と
で
、
輝
や
か
し
い
栄
光
を

人
々
の
記
憶
に
留
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
、
マ
ク
シ

ミ
リ
ア
ン
の
系
譜
図
を
表
わ
す
版
画
連
作
を
筆
頭
に
、『
白
王
伝
』
や
『
ト

イ
ア
ー
ダ
ン
ク
』
と
い
っ
た
、
英
雄
伝
の
形
を
と
る
自
伝
的
物
語
の
出
版

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
2
。
中
で
も
と
り
わ
け
注
目
さ
れ

る
の
は
、《
凱
旋
行
進
》
と
《
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
凱
旋
門
》（
以

下
で
は
《
凱
旋
門
》
と
略
記
。
図
９
、
12
、
14
、
17
）
と
い
っ
た
、
複
数

の
版
木
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
る
大
型
版
画
で
あ
る
。

　
《
凱
旋
行
進
》
や
《
凱
旋
門
》
に
お
い
て
、
古
代
ロ
ー
マ
皇
帝
の
凱
旋
に

関
す
る
テ
ー
マ
が
選
定
さ
れ
た
背
景
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
的

な
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
3
。

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
宮
廷
に
て
、
凱
旋
を
主
題
と
し
た
作
品
は
複
数
制
作

さ
れ
た
が
、
一
連
の
作
品
の
発
端
は
、
一
五
〇
七
年
頃
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
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ク
の
宮
廷
画
家
に
し
て
建
築
家
で
あ
っ
た
イ
ェ
ル
ク
・
ケ
ル
デ
ラ
ー
に

よ
る
凱
旋
車
の
ス
ケ
ッ
チ
に
求
め
ら
れ
る
4
。
そ
し
て
一
五
一
二
年
、
後

述
の
と
お
り
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
自
ら
が
作
品
ア
イ
デ
ィ
ア
を
構
想
し
5
、

ま
ず
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
と
そ
の
工
房
に
よ
っ
て
、

羊
皮
紙
を
用
い
た
水
彩
画
の
連
作
と
し
て《
凱
旋
行
進
》が
制
作
さ
れ
た
6
。

こ
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
は
、
あ
わ
せ
て
一
〇
九
点
、
総
長
百
メ
ー
ト
ル
を

越
す
大
作
で
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
、
後
半
の
四
十
八
点
の
み
で
あ

る
7
。

　

ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
に
続
い
て
、
こ
れ
と
同
一
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
て
制
作

さ
れ
た
の
が
、
本
発
表
が
注
目
す
る
《
凱
旋
行
進
》
で
あ
る
8
。
こ
の
版

画
連
作
は
、
一
五
一
六
年
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
マ
イ
ア
ー
（
父
）

に
よ
っ
て
制
作
が
開
始
さ
れ
9
、
そ
の
後
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
ア
ル

ト
ド
ル
フ
ァ
ー
や
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
、

そ
の
弟
子
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ギ
ン
ク
レ
ー
も
制
作
に
携
わ
り
、
総
計

百
八
十
点
近
い
連
作
が
目
指
さ
れ
る
と
い
う
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
五
一
九
年
一
月
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
歿
す
る
に
と

も
な
い
、
制
作
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
た

一
三
七
点
は
、
一
五
二
六
年
、
孫
で
あ
る
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世

に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
10
。

で
は
さ
っ
そ
く
、
行
列
を
見
物
し
よ
う
。
実
際
に
制
作
さ
れ
た
だ
け
で

も
百
三
十
七
点
に
も
お
よ
ぶ
多
様
な
要
素
が
詰
め
込
ま
れ
た
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
行
列
の
内
容
を
体
系
的
に
把
握
す
る
た
め
、
次

の
よ
う
な
十
四
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
一

部
の
グ
ル
ー
プ
は
未
着
手
に
終
わ
り
、
一
部
の
グ
ル
ー
プ
は
部
分
的
に
し

か
着
手
さ
れ
て
い
な
い
11
。

１
．
先
発
隊
（
図
版
１
）

２
．
宮
廷
の
人
々
：
鹿
狩
り
や
熊
狩
り
の
猟
師
た
ち
、
鷹
匠
、
宮
廷
音

楽
隊
や
道
化
師
な
ど
（
図
版
7
）

３
．
剣
士
・
騎
士
（
図
版
２
）

４
．
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
英
雄
伝
（
未
着
手
）

５
．
紋
章
旗
：
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
や
チ
ロ
ル
な
ど
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の

支
配
下
に
あ
っ
た
領
土
の
紋
章
旗
を
掲
げ
た
騎
馬
隊

６
．
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
マ
リ
ー
・
ド
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
の
結
婚

（
図
版
11
）

７
．
戦
闘
図
の
車
（
一
部
未
着
手
）：
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
戦
い
を
は

じ
め
と
す
る
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
戦
歴
が
側
面
に
描
か
れ
た
車
や
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
載
せ
た
車

８
．
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ア
ナ
と
の
結
婚

９
．
戦
闘
図
の
車
（
未
着
手
）

10
．
祖
先
と
皇
帝
の
像
（
図
版
13
）

11
．
戦
勝
記
念
の
隊
列
：
捕
虜
な
ど

12
．
皇
帝
一
家
（
一
部
未
着
手
）

13
．
外
交
官
と
兵
士

14
．
戦
勝
記
念
の
隊
列
：
象
と
イ
ン
ド
人
、
荷
車
な
ど
（
図
版
6
）
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こ
の
行
列
は
、
な
る
ほ
ど
古
代
の
凱
旋
行
進
を
手
本
と
し
て
お
り
、
事

実
、
先
ぶ
れ
を
筆
頭
に
（
グ
ル
ー
プ
１
）、
剣
士
や
騎
士
（
同
３
）、
そ
し

て
捕
虜
な
ど
の
描
写
は
（
同
11
）、
古
代
的
な
要
素
と
い
え
る
が
、
し
か

し
ほ
か
の
部
分
に
目
を
向
け
る
と
、
た
と
え
ば
狩
猟
の
人
々
や
音
楽
隊

と
い
っ
た
、
宮
廷
に
お
け
る
文
化
的
な
生
活
を
象
徴
す
る
要
素
（
同
２
）、

さ
ら
に
は
、
結
婚
の
歴
史
や
祖
先
の
像
（
同
６
、
８
、
10
）、
戦
い
で
の

勝
利
の
歴
史
や
（
同
７
、９
）、
支
配
下
の
領
土
を
示

す
紋
章
旗
な
ど
と
い
っ
た
（
同
５
）
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
の
自
伝
的
な
要
素
、
そ
し
て
英
雄
伝
的
要
素
（
同

４
）
が
組
み
込
ま
れ
た
構
成
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
換
言
す
れ
ば
本
作
は
、
古
代
ロ
ー
マ
皇
帝
の
凱

旋
行
進
を
、
同
時
代
的
な
凱
旋
行
進
、
す
な
わ
ち
、

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
自
身
の
凱
旋
行
進
へ
と
刷
新
す
る

こ
と
で
12
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
色
を
い
っ
そ
う
強
め
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
皇
帝
一

家
」（
同
12
）
の
た
め
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
「
マ
ク
シ
ミ

リ
ア
ン
の
凱
旋
車
」
を
制
作
し
、
本
作
こ
そ
が
凱
旋

行
進
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
完
成
す
る
前
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
が
歿
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
断
し
た
た
め
、
デ

ュ
ー
ラ
ー
は
こ
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
凱
旋
車
に
改

変
を
加
え
、《
凱
旋
行
進
》
か
ら
は
独
立
し
た
作
品

と
し
て
発
表
す
る
に
至
っ
た
（
図
版
３
）13
。

図版１　《皇帝マクシミリアン一世の凱
旋行進》1516～1518年、木版（137枚）
「先ぶれ」（Bl. 1）

図版２　《凱旋行進》「騎士」（Bl. 45）

図版３　デューラー《皇帝マクシミリアン一世の凱旋車》（部分）　
1518年、木版、45×230 cm（8枚）



ドイツ・ルネサンスにおける皇帝権の表象

51

二
、
組
版
画
と
行
列

膨
大
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
版
画
連
作
《
凱
旋
行
進
》
は
、
一
体
ど

の
よ
う
な
受
容
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
ア
ッ
プ

ー
ン
は
、
本
作
が
、
紙
な
ど
で
裏
張
り
し
た
上
で
、
壁
に
貼
ら
れ
て
い
た

と
推
察
し
、
あ
わ
せ
て
本
作
の
尋
常
な
ら
ざ
る
ス
ケ
ー
ル
を
考
慮
し
て
、

展
示
さ
れ
た
場
は
、
市
庁
舎
な
ど
の
大
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
考
え
た
14
。

だ
が
本
作
が
、
皇
帝
の
栄
光
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
点

を
考
え
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
限
定
的
で
は
な
く
、
よ
り
汎
用
的
な
受

容
方
法
も
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。《

凱
旋
行
進
》
の
受
容
方
法
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
同
時
代
の
大
型

組
版
画
が
、
有
効
な
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
モ
ニ
ュ
メ

ン
タ
ル
な
組
版
画
は
、
十
五
世
紀
末
頃
に
は
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
そ
の
好
例
で
あ
る
ヤ
ー
コ
ポ
・
デ
・
バ
ル
バ
リ
の
《
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
一
五
〇
〇
年
》
は
、
六
点
の
版
木
を
組
み
合
わ
せ
た
大
作
で
あ

る
15
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
上
空
か
ら
町
を
見
下
ろ
し
た
か
の
よ
う
な
本
作

は
、
最
初
の
透
視
図
法
的
地
図
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ

れ
は
、
実
用
的
な
道
案
内
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
壁
に

飾
る
た
め
の
絵
画
、
す
な
わ
ち
、
壁
画
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
代
用
品
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
都

市
画
の
役
割
と
は
、
地
中
海
貿
易
で
繁
栄
を
極
め
た
海
洋
国
家
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
の
自
我
や
誇
り
を
示
す
た
め
の
記
念
碑
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
16
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の

《
凱
旋
行
進
》
も
、
ま
さ
し
く
こ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
、
自

身
の
栄
光
を
示
し
、
伝
達
し
よ
う
と

し
た
訳
で
あ
る
。

組
版
画
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
行

列
や
パ
レ
ー
ド
も
重
要
で
あ
っ
た
（
図

版
４
）。
行
列
を
描
く
場
合
、
画
面
内

へ
の
行
列
の
収
め
方
が
最
大
の
課
題

と
な
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
組
版
画
は
、

水
平
に
続
く
舞
台
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
課
題
を
い
と
も
容

易
く
解
決
し
た
。
フ
リ
ー
ズ
状
画
面

に
よ
り
、
行
列
は
分
断
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
水
平
方
向
へ
の
展
開
が
可
能

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
壁
画

に
準
ず
る
解
決
方
法
だ
と
い
え
よ
う
。

行
列
図
の
中
で
も
、
古
代
ロ
ー
マ
皇

帝
の
凱
旋
行
進
を
テ
ー
マ
に
し
た
最

初
期
の
作
例
は
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
に

よ
る
《
凱
旋
行
進
》
で
あ
る
。
そ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
は
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
支
持

体
と
す
る
九
点
の
連
作
で
あ
る
が
（
図

図版４　ティツィアーノ《キリストの勝利》（部分）1517年、木版、38×273 cm（5枚）
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版
５
）17
、
版
画
と
し
て
も
普
及
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
の
《
凱
旋
行
進
》
に
も
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
高
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
18
。

し
か
し
な
が
ら
、
壁
画
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
代
用
品
た
る
組
版
画
の
行

列
図
と
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
凱
旋
行
進
を
比
較
す
る
と
、
む
し
ろ
両
者

の
相
違
点
の
方
が
際
立
つ
。
相
違
点
の
第
一
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も

な
く
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
《
凱
旋
行
進
》
の
、
桁
外
れ
な
規
模
で
あ
る
。

本
作
は
未
完
成
な
が
ら
も
、
総
長
五
十
四
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
作
で
あ
り
、

ア
ッ
プ
ー
ン
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
の
版
画
を
壁

画
と
し
て
受
容
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
展
示
で
き
る
場
所
が
自
ず
と
限
ら

れ
よ
う
19
。

第
二
の
相
違
点
は
、
行
列
の
表
現
方
法
で
あ
る
。
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
や
テ

ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
行
列
図
で
は
、
大
勢
の
人
々
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
画
面

上
に
あ
ふ
れ
か
え
り
、
熱
気
に
満
ち
た
、
賑
や
か
な
行
列
を
成
し
て
い
た

の
に
対
し
て
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
行
列
図
で
は
、
モ
テ
ィ
ー
フ
が
各
々

独
立
し
、
互
い
に
関
与
し
合
う
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
た
表
現
上
の
相
違

は
、
版
画
と
い
う
媒
体
の
使
い
方
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
端
的
に
い
え
ば
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
や
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ

る
フ
リ
ー
ズ
状
の
行
列
図
は
、
ま
ず
行
列
全
体
が
構
想
さ
れ
、
こ
れ
が
各

版
木
へ
と
分
割
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

の
《
凱
旋
行
進
》
は
、
一
枚
の
版
木
に
ひ
と
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
割
り
当

て
、
こ
れ
ら
を
並
べ
る
こ
と
で
行
列
を
表
わ
す
と
い
う
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ

の
群
像
表
現
と
は
全
く
逆
の
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
行

列
の
構
成
要
素
は
均
等
に
連
な
り
、
ま
た
同
時
に
、
空
間
的
奥
行
き
が
生

じ
る
こ
と
も
な
く
、
ゆ
え
に
、
人
々
が
絡
み
合
う
喧
騒
が
生
じ
な
い
の
で

あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
行
列
と
い
う
主
題
の
性
質
上
、
本
作
品
に
お
い
て
も
、
前
後

の
連
続
性
は
意
識
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
リ
ュ
ー
ト
と
レ
ベ
ッ
ク
」

（
図
版
７
）
や
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
結
婚
」（
図
版
11
）
で
は
、
引
き
綱
等
が

二
枚
の
版
木
の
間
に
渡
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
版
画
と
し
て
の
つ
な

が
り
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
ゾ
ウ
と
イ
ン
ド
人
」（
図
版
６
）

で
は
、
後
列
先
頭
の
人
物
と
、
前
列
後
方
の
人
物
と
が
、
対
話
す
る
か
の

ご
と
き
身
振
り
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
画
面
の
連
続
性
が
示
さ
れ
て

図版５　マンテーニャ《カエサルの凱旋》（部
分）1490～1500年頃、カンヴァス・テンペ
ラ、266×278 cm（9枚）、ロンドン、ハン
プトン・コート宮殿
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い
る
。
し
か
し
な
が
ら

い
ず
れ
の
場
合
も
、
群

像
を
二
枚
に
分
割
し
た

も
の
で
は
な
く
、
こ
こ

で
も
や
は
り
、
二
枚
を

並
べ
る
こ
と
で
、
ひ
と

つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
表

わ
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
事
実
、
各
モ
テ
ィ

ー
フ
は
版
木
の
中
央
に

描
写
さ
れ
、
版
木
単
位

の
独
立
性
は
依
然
と
し

て
保
た
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の

《
凱
旋
行
進
》は
、
一
枚
、

な
い
し
、
二
枚
一
組
を

ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
、
ひ

と
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を

表
わ
し
、
こ
れ
を
連
続

さ
せ
る
こ
と
で
、
行

列
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
を
基
本
単
位

と
す
る
構
成
方
法
が
採
ら
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
壮
大
な
規
模
の

連
作
を
、
複
数
の
工
房
で
分
担
す
る
と
い
う
、
制
作
上
の
都
合
も
、
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
よ
り
根
本
的
な
要
因
は
、
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
自

体
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
凱
旋
行
進
の
構
想
は
、
既
述
の
と
お
り
、
マ
ク

シ
ミ
リ
ア
ン
本
人
が
考
え
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
口

述
筆
記
の
形
で
写
本
に
記
さ
れ
、
現
在
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
20
。
写
本
の

冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
（
1r
）。

本
著
の
内
容
と
は
、
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
、
一
五
一
二
年
、
私
、

こ
と
、
帝
国
の
皇
帝
秘
書
官
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
・
ト
ラ
イ
ツ
ザ
ウ
ア

ー
ヴ
ァ
イ
ン
に
対
し
て
宣
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
次
い
で
挿
絵
が
登
場
し
、
そ
こ
で
は
、
玉
座
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
が
、
壇
下
で
う
や
う
や
し
く
ひ
ざ
ま
ず
く
秘
書
官
ト
ラ
イ
ツ
ザ
ウ
ア
ー

ヴ
ァ
イ
ン
に
、
口
述
筆
記
を
さ
せ
て
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
（
2v
）。

続
く
フ
ォ
リ
オ
に
は
、
次
に
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
3r
）。

以
下
に
は
、
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
凱
旋
が
、
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
、
構
成
さ
れ
、
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
十
七
番
目
・
十
八
番
目
に
登
場
す
る
モ
テ
ィ
ー

フ
、
リ
ュ
ー
ト
と
レ
ベ
ッ
ク
と
い
う
古
楽
器
の
楽
団
に
関
す
る
指
示
内
容

図版６　《凱旋行進》「ゾウとインド人」(Bl. 129-130)
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を
（
7r
―
7v
）、
木
版
画
《
凱
旋
行
進
》
の
該
当
箇
所
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
見
て
み
た
い
（
図
版
７
）21
。

音
楽　

リ
ュ
ー
ト
と
レ
ベ
ッ
ク

い
わ
く
、
彼
ら
に
続
い
て
、
小
さ
な
車
輪
を
付
け
た
低
い
車
が
描

か
れ
る
こ
と
。
こ
の
小
さ
な
車
を
二
頭
の
シ
カ
が
引
く
こ
と
。
御
者

は
少
年
で
あ
る
こ
と
。
よ
っ
て
少
年
が
韻
文
を
掲
げ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
車
に
は
、
五
名
の
リ
ュ
ー
ト
、
お
よ
び
、
レ
ベ
ッ
ク
の

奏
者
が
乗
る
こ
と
。

そ
し
て
、
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
ア
ル
ト
ゥ
ス
が
務
め
る
こ
と
。
そ
し

て
彼
の
韻
文
、
つ
ま
り
少
年
が
掲
げ
て
い
る
韻
文
に
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
マ
イ
ス
タ
ー
が
、
皇
帝
の
命
に
従
い
、
リ
ュ
ー
ト
と
レ
ベ
ッ

ク
の
芸
術
性
を
磨
き
、
こ
の
余
興
に
供
し
た
か
に
つ
い
て
謳
わ
れ
る

こ
と
。

リ
ュ
ー
ト
奏
者
、
レ
ベ
ッ
ク
奏
者
、
そ
し
て
少
年
は
、
す
べ
て
、

月
桂
樹
の
冠
を
か
ぶ
る
こ
と
。

な
お
版
画
版
で
の
韻
文
部
分
は
未
完
成
と
な
っ
て
い
る
が
22
、
ア
ル
ト

ド
ル
フ
ァ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
版
を
十
七
世
紀
に
コ
ピ
ー
し
た
作

品
23
を
確
認
す
る
と
、
そ
こ
に
は
指
示
ど
お
り
、
皇
帝
の
栄
光
を
讃
え
る

音
楽
に
つ
い
て
の
韻
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
版
８
）24
。

以
上
の
よ
う
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
《
凱
旋
行
進
》
に
は
、
そ
の
構
成

要
素
を
指
示
す
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
と
は
、
マ
ク

シ
ミ
リ
ア
ン
の
栄
光
を
表
わ
す
要
素
を
、
ひ
と
つ
ず
つ
列
挙
し
て
い
く
と

い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
画
家
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
忠
実
に
再
現
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
各
要
素
は
、
博
物
誌
の
挿
絵
の
ご
と

図版７　《凱旋行進》「リュートとレベック」(Bl. 17-18)

図版８　アルトドルファーに基づくコ
ピー《皇帝マクシミリアン一世の凱
旋行進》「楽団」（部分）1606年頃、羊
皮紙・水彩、マドリッド、スペイン
国立図書館
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く
、
独
立
し
た
項
目
の
列
挙
と
し
て
描
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
画
家
に
与
え
ら
れ
た
課
題
と
は
、
行
列
を
表
現
す
る
よ
り
も
、

皇
帝
の
栄
光
を
表
わ
す
要
素
を
適
切
に
描
写
す
る
こ
と
に
、
よ
り
い
っ
そ

う
の
重
き
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

三
、
版
画
の
構
成
要
素
と
組
み
立
て

　

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
権
威
や
栄
光
の
表
象
を
重
視
し
た
結
果
、
個
々
の

構
成
要
素
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
表
現
方
法
が
採
ら
れ
た
《
凱

旋
行
進
》
に
お
い
て
、
本
作
を
行
列
図
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
そ
の
構

成
要
素
を
並
べ
る
と
い
う
行
為
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
に
お
い

て
、
本
作
の
行
列
図
と
し
て
の
表
現
性
は
、
受
容
方
法
に
依
存
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
《
凱
旋
行
進
》
の
特
質
は
、
本
作
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
制
作
さ
れ
た
《
凱
旋
門
》
と
比
較
す
る
と
、
い
っ
そ
う
明
ら
か
と
な

る
だ
ろ
う
（
図
版
９
）。
実
は
こ
の
《
凱
旋
門
》
は
、《
凱
旋
行
進
》
と
類
似

の
要
素
、
つ
ま
り
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
栄
光
を
表

わ
す
要
素
を
、
し
か
し
な
が
ら
異
な
っ
た
方
法
で
組
み
立
て
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
《
凱
旋
門
》
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
筆
頭
に
、
ブ
ル
ク
マ
イ
ア
ー
（
父
）
ら

複
数
の
画
家
が
関
わ
っ
た
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
古
代
を
モ
テ
ィ

ー
フ
に
、
総
計
百
九
十
五
点
の
版
木
を
組
み
合
わ
せ
た
、
縦
三
四
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
九
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
型
版
画
で
あ
る
25
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
多
彩
な
要
素
を
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
た
建
造
物
で
あ

図版９　《皇帝マクシミリアン一世の凱旋門》
1515年、木版、340×292cm（195点／36枚）

図版10　同



56

る
か
に
も
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
凱
旋
門
は
、
実
に
整
然
と
し
た
構

成
が
採
ら
れ
て
い
る
。
一
番
下
は
銘
文
帯
で
あ
る
。
そ
の
上
に
立
つ
凱
旋

門
は
、
四
本
の
柱
に
三
つ
の
門
が
開
き
、
上
部
に
は
各
々
ク
ー
ポ
ラ
が
載

り
、
両
端
に
は
小
さ
な
塔
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
建
築
構
造
を

枠
組
み
と
し
て
、
門
に
は
様
々
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
訳
だ
が
、
そ
の

内
容
は
、
門
の
下
の
銘
文
26
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
銘
文
は
、
次
の

よ
う
に
始
ま
る
。

至
尊
に
し
て
最
も
強
大
な
皇
帝
で
あ
り
王
で
あ
る
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

の
名
誉
の
門
は
、
い
く
つ
か
は
破
壊
さ
れ
、
い
く
つ
か
は
現
在
も
ロ

ー
マ
に
見
ら
れ
る
、
古
代
に
ロ
ー
マ
皇
帝
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
凱

旋
門
の
姿
で
、
皇
帝
陛
下
の
史
料
編
纂
者
で
あ
り
詩
人
の
私
こ
と
ヨ

ハ
ネ
ス
・
シ
ュ
タ
ビ
ウ
ス
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
27
。

　

こ
の
よ
う
に
冒
頭
で
は
、
こ
の
凱
旋

門
が
古
代
を
範
に
し
た
も
の
だ
と
い
う

こ
と
が
ま
ず
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に
銘
文

に
は
続
け
て
、
こ
の
凱
旋
門
が
七
つ
の

部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ

る
。
そ
の
第
一
の
部
分
は
、
下
方
の
三

つ
の
門
で
あ
る
。
第
二
が
、
中
央
の
門

の
上
に
あ
る
塔
で
、
こ
こ
に
は
、
マ
ク

シ
ミ
リ
ア
ン
の
系
譜
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

図版11　《凱旋行進》「ブルゴーニュの結婚」(Bl. 89-90)

図版 12　《凱旋門》「ブル
ゴーニュの結婚」
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第
三
が
左
右
の
門
の
上
部
で
、
こ
こ
に
描
写
さ
れ
て
い

る
の
は
、
戦
い
や
結
婚
な
ど
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
自

伝
的
物
語
で
あ
る
。
第
四
が
、
歴
史
的
な
皇
帝
と
王
た

ち
の
胸
像
、
第
五
が
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
親
族
た
ち

の
胸
像
、
第
六
が
、
両
脇
の
塔
で
、
そ
こ
に
は
自
伝
的

物
語
と
、
こ
れ
に
接
し
て
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
親
族
の

胸
像
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
最
後
、
第
七
点
目
が
、
そ

の
ほ
か
の
装
飾
的
な
要
素
だ
と
、
銘
文
に
は
述
べ
ら
れ

て
い
る
（
図
版
10
）。

　
《
凱
旋
門
》
と
《
凱
旋
行
進
》
と
を
比
較
し
た
な
ら
ば
、

マ
リ
ー
と
の
結
婚
を
は
じ
め
（
図
版
11
、
12
）、
祖
先

や
親
族
の
肖
像
（
図
版
13
、
14
）、
様
々
な
戦
い
で
の

勝
利
の
記
録
な
ど
、
両
作
品
が
そ
の
構
成
要
素
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
両
者
が
と
も
に
、
皇
帝
の
栄
光
を

表
わ
す
こ
と
を
第
一
義
と
し
つ
つ
、
そ
の
構
成
要
素
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

題
、
つ
ま
り
、
凱
旋
門
と
い
う
建
造
物
や
、
凱
旋
行
進
と
い
う
行
列
図
へ

と
改
編
し
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
う
な
れ
ば
、
こ
の
改
編

こ
そ
が
、
構
成
要
素
を
共
有
し
あ
う
両
者
を
、
各
々
別
の
作
品
と
し
て
成

立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
《
凱
旋
門
》
の
改
編
方
法
に
は
、
中
世
的
な
画
面
構
築
の
手
法
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
君
主
と
し
て
の
権
威
の
表
象
は
、
中
世

の
時
代
よ
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
と
っ
て
最
も
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
中
世
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
選
ん
だ
表
現

図版13　《凱旋行進》「祖先と皇帝の像」(Bl. 106-107)

図版14　《凱旋門》「系譜図」（部分）
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手
段
は
、
大
聖
堂
と
い
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
芸
術
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
こ
の
時
代
、
大
聖
堂
を
建
設
す
る
こ
と
自
体
が
、
宗
教
の
保
護

者
と
し
て
、
君
主
の
権
威
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
段
だ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
そ
の
最
た
る
例
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
で
あ

ろ
う
28
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
、
こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
聖
堂
を
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
彫
像
に
よ
る
一
族
の
肖
像
で
飾
る
こ
と
を
通
じ
、

本
大
聖
堂
を
建
設
し
た
偉
業
と
、
一
族
の
栄
光
を
強
調
し
た
（
図
版

15
）。
時
代
が
下
っ
て
ゴ
シ
ッ
ク
末
期
に
な
る
と
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
の
父
で
あ
る
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ー･

ノ
イ

シ
ュ
タ
ッ
ト
に
あ
る
宮
廷
礼
拝
堂
の
壁
面
を
、
自
身
の
立
像
と
、
支

配
下
諸
国
の
紋
章
等
で
飾
っ
た
（
図
版
16
）。《
紋
章
壁
》
と
呼
ば
れ

て
い
る
本
作
は
、
お
よ
そ
宗
教
建
築
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
、
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
性
格
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
29
。

こ
の
《
紋
章
壁
》
と
比
較
さ
れ
る
の
が
、《
凱
旋
門
》
の
中
央
に
描

か
れ
た
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
系
譜
図
で
あ
る
（
図
版
17
）。
壁
面

に
紋
章
を
整
然
と
並
べ
る
形
式
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

《
紋
章
壁
》
と
い
う
建
築
装
飾
を
た
だ
ち
に
想
起
さ
せ
30
、
両
者
の
結

び
付
き
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
無
論
の
こ
と
両
メ
デ
ィ
ア
は
、

各
々
全
く
異
な
っ
た
作
用
を
も
た
ら
す
。
版
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が

も
つ
特
質
、
す
な
わ
ち
、
大
量
の
複
製
に
よ
っ
て
、
君
主
の
栄
光
を

広
く
伝
え
る
と
い
う
、
伝
達
の
機
能
は
、
建
築
芸
術
が
も
ち
え
な
い

機
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
巨
大
建
築
を
支
持
体
と
す
る
点

に
お
い
て
、
両
者
は
表
現
方
法
を
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
中
世

図版15　《王侯の窓》1390年
頃、ステンドグラス、ウィ
ーン・ミュージアム

図版16　《紋章壁》1453年、ヴィーナー･ノイシュタ
ット、ゲオルク礼拝堂、東面
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に
お
け
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
芸
術
の
表
現
は
、
そ
れ
が
彫
像
で
あ
れ
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
あ
れ
、
教
会
建
築
に
付
随
し
、
教
会
建
築
が
提
供
す
る

枠
組
み
の
中
で
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様
に
《
凱
旋
門
》
は
、
石

造
建
築
を
、
構
築
方
法
と
し
て
も
、
意
味
の
上
で
も
、
表
現
の
支
持
体
と

し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
建
築
体
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
枠
組
み
の
中
に
、

祖
先
の
像
や
英
雄
伝
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
中
世
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
タ
ル
芸
術
も
、
版
画
《
凱
旋
門
》
も
、
建
造
物
に
規
定
さ
れ
た
不
動

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
、
厳
格
で
、
威
厳
に
満
ち
た
君
主
と
し
て
の

表
象
に
寄
与
し
て
い
る
。

《
凱
旋
門
》
に
お
け
る
構
成
要
素
の
組
み
立
て
が
、
凱
旋
門
と
い
う
構

造
体
に
強
く
拘
束
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、《
凱
旋
行
進
》
の
要
素
は
、
構

造
体
の
枠
組
み
に
囚
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
つ
な

が
り
も
、
さ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
作
品
は
、
す
で

に
本
節
の
冒
頭
に
て
指
摘
し
た
と
お
り
、
作
品
の
性
質
上
、
そ
の
組
み
立

て
方
、
つ
ま
り
、
展
示
方
法
を
、
受
容
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
、
あ
ら

か
じ
め
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
同
時
に
、
こ

の
行
列
の
展
開
が
、
鑑
賞
方
法
に
依
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。《
凱
旋

行
進
》
は
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
作
品
等
と
比
べ
る
と
（
図
版
４
、
５
）、
各

人
が
孤
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
た
め
に
、
行
列
と
し
て
の
活
気
を
欠
く
か

に
思
わ
れ
か
ね
な
い
。
し
か
し
こ
の
行
列
の
展
開
は
、
そ
の
受
容
時
に
こ

そ
真
の
魅
力
を
多
彩
な
形
で
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
最
後
に
、
試

み
と
し
て
、
三
つ
の
受
容
方
法
に
お
け
る
凱
旋
行
進
の
表
現
性
を
考
え
て

み
た
い
。

第
一
に
、
壁
画
で
あ
る
31
。

《
凱
旋
行
進
》
が
、《
凱
旋
門
》

と
対
の
作
品
で
あ
る
な
ら
ば
、

壁
画
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
代

用
品
と
し
て
、
壁
に
掛
け
ら

れ
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、
現
存
し
な

い
も
の
の
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
旧
市
庁
舎
の
ホ
ー
ル
で

は
、
そ
の
壁
面
に
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
に
よ
る
《
凱
旋
車
》
が

描
か
れ
て
い
た
と
い
う
（
図

版
18
）32
。
ホ
ー
ル
の
四
方
を

取
り
囲
む
《
凱
旋
行
進
》
は
、

そ
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
ひ

図版17　《凱旋門》「系譜図」

図版18　ニュルンベルク旧市庁舎、大ホール、東面（1907年）
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と
目
で
把
握
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
鑑
賞
者
を
圧
倒
さ
せ
た
に
違
い

な
い
。

第
二
は
、
巻
物
と
し
て
の
受
容
で
あ
る
。
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
ア

ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
版
の
《
凱
旋
行
進
》
で
あ
る
。

本
作
の
受
容
方
法
は
不
明
な
が
ら
も
、
ミ
ヘ
ル
ら
は
、
現
状
に
お
け
る
皺

の
状
態
な
ど
か
ら
、
本
作
が
、
巻
物
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
、
巻
か
れ
た
状

態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
と
推
察
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル

の
《
凱
旋
行
進
》
は
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
鑑
賞
で
き
る

の
は
皇
帝
本
人
か
、
特
別
に
選
ば
れ
た
者
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
33
。

こ
う
し
た
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
の
廉
価
版
・
普
及
版
が
版
画
の
《
凱
旋
行
進
》

だ
と
考
え
た
な
ら
ば
、
本
作
に
つ
い
て
も
、
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
と
同
じ
巻

物
形
式
で
鑑
賞
さ
れ
た
可
能
性
が
否
め
な
い
。
日
本
の
巻
物
の
ご
と
く
、

片
手
で
巻
き
を
広
げ
、
片
手
で
巻
き
取
る
こ
と
で
、
次
々
と
行
列
の
構
成

要
素
が
登
場
し
、
そ
し
て
消
え
て
ゆ
く
と
い
う
形
式
は
、
皇
帝
の
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
の
鑑
賞
方
法
に
、
適
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

第
三
は
、
冊
子
本
で
あ
る
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
出
版
事
業
に
着
手
し

て
い
る
点
や
、
本
作
の
少
な
か
ら
ぬ
要
素
が
二
点
一
組
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
基

本
単
位
と
し
て
い
る
点
を
踏
ま
え
、
冊
子
形
式
と
し
て
の
鑑
賞
も
想
定
さ

れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
本
作
に
は
二
通
り
の

綴
じ
方
が
あ
り
う
る
。
第
一
の
綴
じ
方
は
、
行
列
を
そ
の
ま
ま
綴
じ
た
場

合
、
す
な
わ
ち
右
綴
じ
で
あ
る
（
図
版
19
）。
た
だ
し
右
綴
じ
で
は
、
通

常
と
は
逆
の
順
序
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
第
二
の
ケ

ー
ス
と
し
て
、
順
番
を
入
れ
替
え
、
通
常
ど
お
り
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
、
左

綴
じ
の
場
合
を
想
定
し
て
み
た
い
（
図
版
20
）。
比
較
し
よ
う
。
行
列
を

そ
の
ま
ま
綴
じ
た
右
綴
じ
の
場
合
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に
、
先
頭
か

ら
後
ろ
へ
と
戻
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
フ
リ
ー
ズ
や
巻
物
の
行
列
を

見
る
の
と
同
じ
順
番
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
左
綴
じ
と
い
う
、
通
常

の
冊
子
本
の
順
番
に
組
み
直
し
た
場
合
は
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に
、

行
列
が
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
く
、
活
動
的
な
展
開
を
繰
り
広
げ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
行
列
の
展
開
は
、
フ
リ
ー
ズ
や
巻
物
に
描
か
れ
た
行
列

と
は
、
全
く
異
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
人
々
が
読
者
の

眼
前
へ
と
次
々
に
踊
り
で
て
く
る
よ
う
な
展
開
は
、
偶
然
の
産
物
な
ど
で

は
な
く
、
冊
子
と
い
う
媒
体
の
特
質
を
理
解
し
た
上
で
採
ら
れ
た
表
現
方

図版19　右綴じ

図版20　左綴じ
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法
と
い
う
可
能
性
も
否
め
ま
い
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
が

手
掛
け
た
、
大
掛
か
り
な
版
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
凱
旋
行
進
》
に
注
目
し
、

行
列
と
し
て
の
表
現
方
法
を
検
討
し
た
。《
凱
旋
門
》
が
、
版
画
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
な
が
ら
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
芸
術
の
新
し
い
あ
り
方

を
示
し
た
の
に
対
し
て
、《
凱
旋
行
進
》
は
、
自
由
度
の
高
い
受
容
形
態
と
、

そ
れ
に
応
じ
た
行
列
表
現
の
多
様
性
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
動
的
で
創
造
性
に
富
ん
だ
表
現
方
法
は
、
版
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア

を
巧
妙
に
活
用
し
た
成
果
で
あ
り
、
そ
の
受
容
方
法
に
多
彩
な
可
能
性
を

秘
め
た
本
作
は
、
皇
帝
の
栄
光
を
示
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
祝
祭
的
な
作

品
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註1

本
作
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
は
、
以
下
の
と
お
り
。F. Sch

es-
tag: K

aiser M
axim

ilian
 I. T

riu
m

p
h
, in

: Ja
h

rbu
ch

 d
er K

u
n

st-
h

istorisch
en

 Sa
m

m
lu

n
gen

 d
es A

llerh
öch

sten
 K

a
iserh

a
u

ses, 
I, 1883, S. 154–181; S.  A

p
p
elb

au
m

: T
h

e T
riu

m
ph

 of M
a

-
xim

ilia
n

 I, N
ew

 Y
o
rk

 1964; H
. A

p
p
u
h
n
: D

er T
riu

m
ph

zu
g 

K
a

iser M
a

xim
ilia

n
s I., 1

5
1
6
–1

5
1
8
, W

ien
 1979;  M

. M
ü
ller: 

R
in

a
scim

en
to a

lla
 m

od
ern

a
. K

a
iser M

a
x

im
ilia

n
 I. a

ls 
im

ita
tor a

n
tiqu

oru
m

, D
iss., W

ien
 1996; L. Silver: M

a
rket-

in
g M

a
xim

ilia
n
, W

ash
in

gto
n
 2008.

2

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
関
わ
っ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
以
下

を
参
照
の
こ
と
。E

. M
ich

el / M
. H

o
llegger (H

rsg.) : K
a

iser 
M

a
xim

ilia
n

 I. u
n

d
 d

ie K
u

n
st d

er D
ü

rerzeit (A
u
sst.–K

at. 
W

ien
 2012), M

ü
n
ch

en
 2012.

3

凱
旋
と
い
う
テ
ー
マ
の
初
出
は
、
一
五
〇
五
年
か
ら
一
五
〇
八
年

に
か
け
て
の
『
記
念
録
（G

ed
en

k
b
u
ch

）』
に
認
め
ら
れ
る
。W

ien
, 

H
o
fk

am
m

erarch
iv, G

ed
en

kbu
ch

 (1
5
0
5
–1

5
0
8
), fo

l. 92r; zit. 
n
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ch der K

u
n

sthistorischen
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lu

n
gen

 des A
llerhöchsten

K
a

iserh
a

u
ses, V

, 1
8
8
7
, S. X

V
I–X

V
III, R

eg
. 4

0
2
1
, h

ier S. 
X

V
II.

4

一
五
〇
七
年
三
月
三
〇
日
に
は
、
ケ
ル
デ
ラ
ー
に
対
し
て
、
凱

旋
車
の
ス
ケ
ッ
チ
へ
の
支
払
い
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。Ehem

. 
k
. k

. Statth
alterei–A

rch
iv

 (h
eu

te T
iro

ler L
an

d
esarch

iv
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G
e
sch

ä
ft vo

n
 H

o
f 1

5
0
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, fo

l. 1
8
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. Ja
h
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u

ch
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sth
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iserh
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ses, II, 1884, S. X

X
V

III–X
X

IX
, R

eg. 831, h
ier S. 

X
X

V
III.

5

註
18
を
参
照
の
こ
と
。

6

以
下
に
全
四
十
八
点
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。A

u
sst.–K

at. 
W

ien
 2011, op. cit. 

《
凱
旋
行
進
》
が
構
想
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
以
下
が
詳
し
い
。Mü

ller 1996, op. cit., b
es. S. 60–62; E

. 
　

M
ich
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u
 Lo

b
 u

n
d
 ew

iger ged
ech
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u
s“. D
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riu
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p
h
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K

aiser M
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u
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a
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ien

 2
0
1
2
, op. cit., S. 

48–65, h
ier S. 49. 
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7

水
彩
画
連
作《
凱
旋
行
進
》は
、
現
在
は
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー

ナ
版
画
素
描
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
十
七
世
紀
初
頭
に
本
作

を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
が
、
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
と
、

マ
ド
リ
ッ
ド
の
ス
ペ
イ
ン
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
、

失
わ
れ
た
前
半
部
分
に
つ
い
て
推
察
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

8

作
品
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
覆
刻
版
で
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。A

p
p
elb

au
m

 1964, op. cit.; A
p
p
u
h
n
 1979, op. cit.

9

同
年
中
に
最
初
の
試
し
刷
り
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

M
ü
ller 1996, op. cit., S. 62.

10 

一
七
七
九
年
に
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
後
、
分
散
し
て
い
た
版
木

百
三
十
五
点
が
ウ
ィ
ー
ン
に
集
め
ら
れ
、
版
木
調
査
な
ど
を
経
た

一
七
九
六
年
、
ア
ダ
ム
・
フ
ォ
ン
・
バ
ル
チ
ュ
に
よ
っ
て
第
三
版
が
出

さ
れ
た
。
そ
し
て
一
八
八
三
年
か
ら
一
八
八
四
年
に
か
け
て
、
欠
け
て

い
た
二
点
が
補
わ
れ
た
第
四
版
が
出
版
さ
れ
る
と
と
も
に
、
シ
ェ
ス
タ
ー

ク
に
よ
っ
て
、
本
作
品
の
制
作
経
緯
と
一
次
資
料
、
十
八
世
紀
末
の

バ
ル
チ
ュ
に
よ
る
調
査
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。Sch

estag 1883, op. 
cit., S. 180–181.

11 

絵
画
化
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
で
あ
っ
て
も
、
作
品
の
構
想
が
残
さ
れ

て
い
る
た
め
、
本
来
目
指
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
作
品
の
全
体
像
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
註
18
も
参
照
の
こ
と
。

12 
Silver 2008, op. cit., p

. 93.
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. P

an
o
fsk
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h
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ウ
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・
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ノ
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ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・

デ
ュ
ー
ラ
ー
』
中
森
義
宗
、
清
水
忠
訳
、
日
貿
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、

一
八
二
〜
一
八
三
頁
﹈。

14 
A

p
p
u
h
n
 1979, op. cit., p

p
. 165–166.

15 

全
体
と
し
て
、
縦
一
三
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
八
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
。

16　

 H
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h
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eu

sin
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iesen
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itte u
n
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o
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Sca
le. M
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u
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en

ta
l P

rin
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e A

ge of D
ü

rer a
n

d
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itia
n
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N
ew

 H
aven

 2008, p
p
. 8–13, esp

. p
. 9.

17 

詳
細
は
以
下
に
詳
し
い
。A

. M
artin

d
ale: T

h
e T

riu
m

ph
s 

of C
a

esa
r b

y A
n

d
rea

 M
a

n
tegn

a
 in

 th
e C

ollection
 of 

H
er M

a
jesty th

e Q
u

een
 a

t H
a

m
pton

 C
ou

rt, Lo
n
d
o
n
 

1979.

18

A
p
p
u
h
n
 1976, op. cit., S. 60. 

マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
作
品
と

比
較
す
る
と
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
《
凱
旋
行
進
》
が
、
い
か
に

同
時
代
的
な
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
、
い
っ
そ
う
明
確
に
な

る
だ
ろ
う
。Silver 2008, op. cit., p

p
. 93–98.

19 
A

p
p
u
h
n
 1979, op. cit., S. 165–166.

20 
Ö

sterreich
isch

e N
atio

n
alb

ib
lio

th
ek

, C
o
d
. 2835. 

テ
キ

ス
ト
の
全
文
は
、
一
八
八
三
年
、
シ
ェ
ス
タ
ー
ク
の
論
文
を
通
じ

て
公
開
さ
れ
、
ま
た
一
九
六
四
年
に
は
ア
ッ
ペ
ル
バ
ウ
ム
に
よ
っ

て
現
代
語
訳
さ
れ
た
。
本
稿
で
の
引
用
は
、
両
者
を
参
照
し
つ
つ
、

筆
者
が
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。Sch

estag 1883, op. cit.; 
A

p
p
elb

au
m

 1964, op. cit.

21 

な
お
宮
廷
音
楽
隊
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

H
.  M

yers: T
h
e M

u
sical M

in
iatu

res o
f th

e “Triu
m

p
h
zu

g” 
o
f M

axim
ilian

 I, in
: T

h
e G

a
lpin

 Society Jou
rn

a
l, LX

, 
2007, p

p
. 3–28, 98–108.

22 

第
二
版
ま
で
は
、
銘
文
帯
と
韻
文
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

Sch
estag 1883, op. cit., S. 180–181.
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23 
註
7
を
参
照
の
こ
と
。

24 
韻
文
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

Sch
estag 1883, op. cit.

25 

作
品
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
以
下
を
参
照
さ
れ

た

い
。T. U

. Sch
au

erte: D
ie E

h
ren

pforte fü
r K

a
iser 

M
a

x
im
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n
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rer u
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orfer im
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H
errsch

ers, M
ü
n
ch

en
 2001.

26 

銘
文
の
全
文
は
、
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。Ibid

., S. 399–
406.

27 

本
邦
訳
は
以
下
か
ら
引
用
し
た
。
佐
藤
直
樹
監
修
『
ア
ル
ブ

レ
ヒ
ト･

デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画･
素
描
展
』、
国
立
西
洋
美
術
館
、

二
〇
一
〇
年
、
一
五
四
〜
一
五
六
頁
。

28 

拙
稿
『
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂　

後
期
ゴ
シ
ッ

ク
に
お
け
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
聖
堂
造
営
理
念
』、
学
位
論
文
、

東
京
藝
術
大
学
、
二
〇
一
三
年
。

29 

拙
稿
「《
紋
章
壁
》
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
肖
像　

中
世

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
お
け
る
君
主
権
の
表
象
」『A

spects of 
P

roblem
s in

 W
estern

 A
rt H

istory

』
十
一
号
、
二
〇
一
四
年
、

七
〜
十
五
頁
。

30 
S. Lü

ken
: K

aiser M
axim

ilian
 I. u

n
d
 sein

e E
h
ren

p
fo

rte, 
in

: Z
eitsch

rift fü
r K

u
n

stgesch
ich

te, LX
I, 1998, S. 449–

490; Sch
au

erte 2001, op. cit., S. 46–48.

ヴ
ィ
ー
ナ
ー･

ノ

イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
宮
廷
は
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
誕
生
し
た
場
所
で

あ
り
、
ま
た
同
時
に
皇
帝
自
身
の
遺
言
に
基
づ
き
、
そ
の
遺
骸
が

埋
葬
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
の
関
係
が
深
い
。

壁
面
を
紋
章
で
埋
め
尽
く
す
こ
の
形
式
は
、
現
存
し
な
い
も
の
の
、

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
宮
廷
で
も
用
い
ら
れ
た
。

31 

既
述
の
と
お
り
、
ア
ッ
プ
ー
ン
は
こ
の
説
を
主
張
し
て
い
る
。

A
p
p
u
h
n
 1979, op. cit., p

p
. 165–166.

32 
M

. M
en

d
e (B

earb
.): D

a
s a

lte N
ü

rn
berger R

a
th

a
u

s, 
N

ü
rn

b
erg 1979, S. 70; A

u
sst.–K

at. W
ien

 2012, op. cit., 
S. 259.

33 

古
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
巻
物
形
式
は
、
中
世
に
な
る
と
、
ご

く
一
部
を
除
い
て
消
滅
し
、
冊
子
形
式
が
主
流
と
な
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
い
っ
そ
う
、
巻
物
形
式
を
採
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
代
志

向
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
版
《
凱
旋
行
進
》

の
鑑
賞
方
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。F. W
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ger: D
ie 
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iser M
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el 2012, op. cit., S. 61–62. 

巻

物
か
ら
冊
子
へ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
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西
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版
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